
１．合格ラインについて，特に記載の無いものは，６０点以上を合格とします。 

２．定期試験について，特に記載の無いものは，評価配分を均等とします。（【例】年４回定期試験を実施した場合の各定期試験の評価配分は，特に記載の無いものは，２５％ずつになります。） 

 

科   目 必・選 担 当 教 員 学年・学科 単位数 授 業 形 態 

数学 

Mathematics 
必 

佐久間 敏幸 

徳田 将敏 

第３学年 

電気情報工学科 
５ 

前期週６時間 

後期週４時間 

授業概要 
電気工学、情報工学を履修するために必要な数学のうち、ベクトル、級数、順列・組合せ、 

微分、積分について、講義と電気・情報に関する演習問題を交えて基礎の理解を深める。 

到達目標 
電気情報工学に必要なベクトル、、級数、順列・組合せ、微分、積分を理解し、 

教科書の演習問題Aの８０％を独力で解くことが出来る。 

評価方法 
定期試験（７０％）および小テスト（学習到達度試験を含む）・課題・レポート（３０％）により

評価する。 

教科書等 
教科書：新訂「微分積分I」，「微分積分Ⅱ」，「基礎数学」，「応用数学」 大日本図書 

問題集：新訂「微分積分問題集」 大日本図書 

 内  容 佐久間：前期週２コマ、後期週１コマ 徳田：前後期週１コマ 学習・教育目標 

第 １週  

第 ２週  

第 ３週  

第 ４週  

第 ５週  

第 ６週  

第 ７週  

第 ８週  

積分法  前年度の復習（定積分・不定積分） 

不定積分・定積分 演習 

置換積分、部分積分および演習 

    分数関数、無理関数の積分 

三角関数の積分および演習 

曲線長、回転体および立体の体積 

演習 

順列・組合せ    場合の数、順列 

級数  多項式による近似 級数の極限 

    級数 

    等比級数 

    マクローリンの定理、テイラーの定理 

マクローリン級数、テイラー級数 

オイラーの定理，演習 

偏微分 ２変数関数 

    ２変数関数の図形表現 

C,D1,G 

C,D1,G 

C,D1,G 

C,D1,G 

C,D1,G 

C,D1,G 

C,D1,G 

C,D1,G  

第 ９週  

第１０週  

第１１週  

第１２週  

第１３週  

第１４週  

第１５週  

組合せ、二項定理 

重積分  ２重積分の定義１ 

２重積分の定義と計算 

  座標軸の回転極座標による２重積分 

      変数変換、演習 

広義積分、曲面積 

重心の計算、重積分演習 

偏導関数 

偏微分係数の図形的表現 

接平面、合成関数の微分法 

全微分、高次偏導関数、 

テイラーの定理 

極大・極小 

演習          前期中間試験 

C,D1,G 

C,D1,G 

C,D1,G 

C,D1,G 

C,D1,G 

C,D1,G 

C,D1,G 

第１６週  

第１７週  

第１８週  

第１９週  

第２０週  

第２１週  

第２２週  

第２３週  

ベクトル解析   ベクトルの復習 

ベクトル関数 

         スカラー場 

ベクトル場 

         演習 

         発散 

回転 

         演習 

１階微分方程式 微分方程式の意味と解 

        変数分離形 

        同次形 

        線形微分方程式の一般解 

        演習 

工学への応用 

２階微分方程式  線形微分方程式１ 

        線形微分方程式２ 

C,D1,G 

C,D1,G 

C,D1,G 

C,D1,G 

C,D1,G 

C,D1,G 

C,D1,G 

C,D1,G 

第２４週  

第２５週  

第２６週  

第２７週  

第２８週  

第２９週  

第３０週  

ベクトル解析   線積分 

          面積分 

         演習 

         グリーンの定理 

         発散定理 

         ストークスの定理 

         演習 

２階微分方程式 定数係数斉次線形微分方程式１ 

     定数係数斉次線形微分方程式２ 

演習 

定数係数非斉次線形微分方程式 

定係数非斉次線形微分方程式 

演習 

工学への応用  後期中間試験 

C,D1,G 

C,D1,G 

C,D1,G 

C,D1,G 

C,D1,G 

C,D1,G 

C,D1,G 

（特記事項） 

 

JABEEとの関連 

JABEE ａ b c D1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

本校の学習 

・教育目標 
Ａ Ａ Ｃ Ｃ Ｃ Ｂ Ｂ Ｄ Ｃ Ｂ 

   ◎ ○    ○  



【数学 学習ガイド】 

 

佐久間：前期週２コマ、後期週１コマ 徳田：前後期週１コマ 

第１週～第７週 

第２学年で学んだ積分する関数の対象を分数関

数、無理関数、三角関数に拡大して学習する。置換積

分法や部分積分法について演習を通じて復習し、定積

分の応用として、図形の面積、曲線の長さ、立体の体

積、回転体の体積を計算できるよう学習する。 

 

第８週～第９週「順列・組合せ」 

  「場合の数」や「順列・組合せ」は「確率・統計」におけ

る考え方の基礎となるもので、日常生活においても良く

用いられる考え方である。考え方の基礎や記号および

計算方法について学習する。 

 

第１０週～第１５週「重積分」 

二変数以上の関数の定積分すなわち重積分の概

念を理解し、重積分の応用としていろいろな図形の面

積・体積などを計算することを学ぶ。極座標などの変数

変換により重積分が計算しやすくなる場合があることも

学習する。 

 

第１６週～第３０週「ベクトル解析」 

ベクトル解析は電気系技術者にとって多くの専

門科目を学ぶ上で必要不可欠な科目である。勾配、発

散、回転などの概念を、物理量や物理現象と結びつけ

て理解しておくことが大切である。スカラーの勾配、

ベクトルの発散、ベクトルの回転について学んだ後、

スカラー場およびベクトル場の線積分・面積分や積分

定理について学習する。 

第１週～第６週「級数」 

  数を一定の順序に（限りなく）並べたものを「数列」と

いう。第２学年で学んだ等差数列や等比数列はその代

表例であるが、級数は並べた数の和のことを表し、「数

列」の概念に和という考え方を付加したものといえる。ま

た、無限に続く数列を無限数列と呼ぶが、この無限数列

の収束・発散について学習する。実用上よく使われるテ

イラー級数、マクローリン級数について学習し、複素数

を導入してオイラーの式について学習する。 

 

第７週～第１５週「偏微分」 

  二変数関数について学び、二変数関数のグラフであ

る曲面を描くことにより数式とグラフとの対応を学習す

る。その後、二変数関数の微分法である「偏微分法」を

学習する。二変数関数の極限･連続および二変数関数

の微分法である偏微分法を学習する。 

 

第１６週～第２１週「１階微分方程式」 

  曲線の接線等の例を用いて微分方程式の意味、微

分方程式の解とは何か、微分方程式を解くとはどういうこ

とかを学習する。また、変数分離形や同次形、線形微分

方程式の一般解について学習する。 

 

第２２週～第３０週「２階微分方程式」 

  ２階の線形微分方程式、定数係数斉次線形微分方

程式、定数係数非斉次線形微分方程式の解法につい

て学習する。また、電気回路における過渡現象への応

用についても学習する。 

 

 

 

 

 


